
A金中相撲部の皆さん 

全
国
中
学
校
相
撲
大
会

県
予
選

金
中
三
位
 

七
月
九
日
に
町
営
相
撲
場
で
行

な
わ
れ
た
第
二
十
五
回
全
国
中
学

校
相
撲
大
会
県
予
選
で
、
金
木
中

学
校
相
撲
部
（
監
督
】
小
田
桐
登
 

・

コ
ー
チ
n
蒔
田
正
信
）
増
田
匡

紀
、
洋
田
匡
宏
、
白
川
元
寛
君
が

健
闘
し
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
 

又
、
第
六
回
全
国
都
道
府
県
中

学
校
相
撲
大
会
個
人
戦
で
増
田
匡

紀
君
が
三
位
と
な
り
団
体
戦
の
青

森
県
代
表
と
し
て
八
月
五
日
の
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
 

こ
の
他
に
も
、
七
月
二
十
四
日

に
行
な
わ
れ
た
第
四
十
六
回
青
森

県
中
学
校
相
撲
大
会
で
も
団
体
四

位
と
な
り
、
東
北
大
会

（
仙
台市
）
 

に
三
年
ぶ
り
に
出
場
し
ま
す
。
個

人
で
は
一
年
の
部
に
津
島
和
希
君

が
選
ぱ
れ
ま
し
た
。
 

七
月
二
十
二
日
、
第
十
四
回
青

森
県
小
学
校
相
撲
大
会
が
町
営
相

撲
場
に
お
い
て
県
内
各
小
学
校
の

精
鋭
百
三
十
二
名
が
出
場
し
て
行

な
わ
れ
、
金
木
小
学
校
相
撲
部
の

中
村
陽
仁
君
と
田
中
誠
純
君
が
個

人
の
部
で
一
、
二
位
と
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
 

団
体
の
部
で
は
金
木
小
と
嘉
瀬

小
が
ベ
ス
ト
エ
イ
ト
に
勝
ち
進
ん

だ
も
の
の
惜
し
く
も
準
々
決
勝
で

敗
退
し
、
金
木
小
の
二
年
連
続
優

勝
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

こ
の
他
に
も
、
七
月
三
十
日
に

県
内
各
小
学
校
か
ら
百
二
十
名
の

出
場
に
よ
り
森
田
村
で
行
な
わ
れ

た
、
第
ニ
回
隆
の
里
杯
争
奪
県
小

学
校
相
撲
大
会
に
お
い
て
、
金
木

小
学
校
（
監
督
H
白
川
勝
信
・
コ
 

ー
チ
H
蒔
田
七
三
郎
）
田
中
誠
純
、
 

長
尾
和
明
、
松
尾
大
志
、
新
岡
秀

一
、
川
口
真
史
君
が
団
体
二
連
覇

を
果
た
し
ま
し
た
。
 

こ
の
他
の
、
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

川
倉
容
の
河

原
大

祭

ゲ

ー
ト

ボ
ー
ル

大
会

優
 
勝
 
蒔
田
チ
ー
ム

準
優
勝
 
薄
市
チ
ー
ム

三
 
位
 
今
泉
チ
ー
ム
 

ク
 

田
茂
木
チ

ー
ム

優
秀
賞
 
嘉
瀬
A
チ
ー
ム

努
力
賞
 
喜
良
市
・川
倉
 

チ
ー
ム
 

町
民
フ
ェ

ス
テ
ィ

バ

ル

◇
“フ
ロ
ッ
ク
対
抗
綱
引
き

子
供
の
部
 

優
 
勝
 
川
倉
チ
ー
ム

大
人
の
部
 

優
 
勝
 
川
倉
チ
ー
ム

◇
“フ
ロ
ッ
ク
対
抗
リ
レ

ー
 

優
 
勝
 
川
倉
チ
ー
ム

準
優
勝
 
金
木
東
チ
ー
ム

三
 
位
 
嘉
瀬
チ
ー
ム

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

優
 
勝
 
金
木
東
チ
ー
ム

準
優
勝
 
嘉
瀬
チ
ー
ム

三
 
位
 
喜
良
市
チ
ー
ム

◇
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
 

優
 
勝
 
金
木
西
チ
ー
ム

準
優
勝
 
金
木
東
チ

ー
ム

三
 
位
 
川
倉
チ
ー
ム
 

▲暑い中での熱い試合でした 

蝿
お
ら
ほ
の
仲
間
っ
こ
麟
麟
 

麟
麟
難
剥
嘉
瀬奴
踊
課
涛
給
熱
 

「う
ち
が
本
家
本
元
ー
」
と

元
気
の
い
い
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
 

県
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
嘉
瀬
奴
踊
保
存
会

（
会

長
【
鎌
田
孝
人
）
の
皆
さ
ん
。
 

話
を
聞
い
て
み
る
と
こ
れ
は
、
 

以
前
某
新
聞
社
の
取
材
で
、
嘉

瀬
の
奴
踊
り
は
ど
こ
が
一
番
長

い
の
か
と
質
問
さ
れ
た
と
き
、
 

口
を
つ
い
て
出
た
言
葉
。
 

保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
嘉

瀬
地
区
を
中
心
に
会
員
二
十
三

名
、
内
男
性
が
四
名
だ
け
。
活

動
は
主
に
夏
場
で
、
県
内
各
地

ど
こ
も
夏
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
等
で

大
賑
わ
い
、
嘉
瀬
奴
踊
保
存
会
も

様
々
な
行
事
に
引
っ
張
り
だ
こ
で

大
い
そ
が
し
。
現
在
終
わ
っ
た
と

こ
ろ
で
、
金
木
町
の
津
軽
の
火
祭

り
、
夏
祭
り
、
青
森
市
の
ア
ス
パ

ム
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
な
ど
。
も
っ

と
身
近
な
所
で
は
、
嘉
瀬
小
学
校

の
授
業
に
取
り
入
れ
て
も
ら
い
、
 

保
存
会
が
指
導
に
出
か
け
て
い
る
。
 

こ
れ
は
、
年
々
踊
る
人
が
減
っ
て

い
る
た
め
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
 
 子

供
た
ち
に
受
け
継
い
で
も
ら
お

う
と
始
め
ら
れ
、
今
で
は
奴
踊
り

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
も
開
か
れ
る

ま
で
に
な
っ
た
。
 

練
習
は
、
毎
週
何
曜
日
に
し
て

ま
す
か
？
の
質
問
に
「
発
表
会
や

祭
の
前
に
二
回
、
鍛
冶
町
の
集
会

場
で
二
時
間
位
練
習
し
た
ら
お
し

ま
い
よ
。
第
一
、
会
に
入
っ
て
短

い
人
で
三
年
生
、
長
い
人
だ
と
一
一

十
八
年
選
手
だ
か
ら
。
」
だ
か
ら

本
家
本
元
な
ん
で
す
ね
。
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▲津軽の火まつりに出演前の皆さんをパチリ 



交
通
ル
ー
ル
を
 

守
り
ま
し
よ

う
 

七
月
二
十
五
日
、
金
木
町
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
 

町
内
の
各
保
育
所
・
児
童
館
の
園

児
七
十
人
を
対
象
に
交
通
安
全
教

室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

金
木
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
 

（
会長

n
田
中
町
長
）
で
は
、
最

近
県
内
で
の
交
通
死
亡
事
故
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
園
児
た

ち
に
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
知

り
、
交
通
安
全
の
重
要
性
を
認
識

し
、
交
通
ル
ー
ル
を
習
得
し
て
も

ら
お
う
と
こ
の
日
、
五
所
川
原
警

察
署
の
女
性
交
通
巡
視
員
の
指
導
 

の
下
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
等
の

実
演
や
信
号
機
の
見
方
を
ゲ

ー
ム

方
式
で
元
気
よ
く
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
七
月
二
十
一
日

か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
夏
の
交

通
安
全
運
動
期
間
中
と
い
う
こ
と

も
あ
り
園
児
た
ち
は
、
大
き
な
声

で
「
①
必
ず
止
ま
り
ま
す
②
飛
び

出
し
ま
せ
ん
③
左
右
を
よ
く
見
ま

す
」
と
車
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
事
故

防
止
三
つ
を
警
察
官
に
約
東
し
ま

し
た
。
 

▲手を上げてきちんと渡ろう 

サ
ン
ト
ピ
ア
夏
祭
り
 

今
年
で
四
回
目
を
迎
え
た
サ
ン
 

ト
ピ
ア
夏
祭
り
が
七
月
二
十
二
日
、
 大

東
ケ
丘
サ
ン
ト
ピ

ア
ホ
ー
ム
 

（
園長
【
花
田
昭
一
）
で
開
か
れ

園
生
五
十
名
と
参
加
者
二
百
名
が

盆
踊
り
大
会
等
の
催
し
も
の
を
楽

し
み
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
地
域
住
民
の
参
加
協

力
の
も
と
に
『
地
域
と
共
に
躍
進

を
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
素
朴
な

村
ま
つ
り
の
風
情
を
楽
し
み
な
が

ら

一
般
町
民
と
共
に
手
を
つ
な
ぎ

ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
よ
う
に
と
、
 

行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

ま
つ
り
は
、
町
の
自
慢
の
「
金
 

木
さ
な
ぶ
り
荒
馬
」
や
「
嘉
瀬
の

奴
踊
り
」
、
今
回
初
参
加
の
 
「こ

ど
ま
り
権
現
太
鼓
」
の
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
バ
チ
さ
ば
き
に
は
園

生
か
ら
一
段
と
大
き
な
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
参
加
者
の
中
に
は
浴
衣

姿
の
婦
人
、
法
被
姿
の
園
生
も
見

ら
れ
ま
つ
り
を
一
層
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
み
ち
の
く
銀
行
、
園
生

の
父
母
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
出

店
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
 

▲そろいの法被で盛り上がる 

ま
ち

の
で
き
ご

と
 

I'll川川~広報かなぎ ⑧ 

、
 

」
 J

 

ヒ
 

サ
 

ア
 

ス
 

市
 

」
フ徳
 
良
 

ヴ
 
町
 
喜
 

ョ
 
町
 

知
矯

臓
鉢
臥
 

名
齢
地
族

業
 

身
 

職
氏

年
出

家

ト

ト
ト
ト
ト
 

広
報
か
な
ぎ
を
ご
覧
の
皆
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
中

皆
さ
ん
も
大
変
か
と
思
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
金
木
は
農
家
の
多
い
町

平
成
五
年
の
冷
害
を
考
え
る
と
涼

し
い
夏
よ
り
、
今
年
も
昨
年
同
様

に
暑
い
夏
か
ら
実
り
多
い
秋
に
な

る
よ
う
に
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。
 

私
は
ダ
ン
プ
の
運
転
手
を
し
て

お
り
、
現
在
神
奈
川
県
横
浜
で
家

族
六
人
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
勿
論
、
金
木
よ
り

暑
く
、
気
温
が
三
十
五
度
以
上
に

な
る
中
、
二

t、
四

tダ
ン
プ
の

運
転
を
し
て
い
ま
す
。
主
に
新
築

の
家
が
出
来
上
が
る
ま
で
に
出
る

木
く
ず
ゃ
鉄
く
ず
そ
の
他
い
ろ
い

ろ
な
ゴ
ミ
を
引
き
あ
げ
て
い
ま
す
。
 
 

忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
お
盆
休
み

前
後
は
特
に
あ
わ
た
だ
し
い
時
期

で
す
が
、
仕
事
の
合
間
に
大
工
さ
 【

 

ん
と
話
す
会
話
や
「
お
つ
か
れ
さ

ん
、
ド
苦
労
さ
ま
」
 
の
言
葉
に疲

れ
を
癒
し
て
い
ま
す
。
 

今
年
の
八
月
、
お
盆
の
頃
に
実

家
の
喜
良
市
に
久
し
ぶ
り
に
帰
る

予
定
で
す
。
子
供
の
頃
大
好
き
だ

っ
た
山
や
川
で
遊
ん
だ
よ
う
に
、
 

ま
た
大
自
然
に
触
れ
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
懐
か
し
い
所
を
回
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
金
木
町

も
時
と
共
に
発
展
し
て
い
ま
す
が
、
 

次
の
世
代
の
た
め
に
自
然
を
沢
山

残
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
陰

な
が
ら
金
木
町
民
の
安
全
と
健
康

を
祈
っ
て
い
ま
す
。
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自
然
を
 

大
切
に
す
る
心
 り

ノ
 

▲靴下や靴用の石けん作 

七
月
十
七
日
、
町
内
か
ら
三
十

名
が
参
加
し

て
、
平
成
七
年
度
 

「
だ
れ
に
で
も
で
き
る
や
さ
し
い

講
座
」
 
の
開
講
式
とふ
る
さ
と
の

自
然
を
大
切
に
し
、
美
し
い
町
を

つ
く
る
た
め
の
石
け
ん
作
り
が
中

央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

金
木
町
と
金
木
町
社
会
福
祉
協

議
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
連
絡
協
議

会
主
催
の
 
「
だ
れに
で
も
で
き
る

や
さ
し
い
講
座
」
は
、
町
民

一
人

ひ
と
り
が
、
人
づ
く
り
や
生
涯
学

習
の
中
で
課
題
を
設
定
し
、
み
ん

な
で
集
ま
り
話
合
い
考
え
、
決
め
、
 実

践
す
る
こ
と
を
目
的
に
始
め
ら

れ
今
年
で
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
 

式
で
は
、
角
田
助
役
が
「
大
量

生
産
、
消
費
す
る
中
、
環
境
問
題

を
考
え
、
物
を
大
切
に
す
る
心
を

忘
れ
た
く
な
い
も
の
」
と
挨
拶
。
 

引
き
続
き
、
今
年
度
の
日
程
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
家
庭
廃
油
を
原
料
と

し
た
石
け
ん
作
り
が
参
加
者
全
員

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
固
形
に
な

る
ま
で

一
週
間
か
ら
十
日
間
で
、
 

こ
の
石
け
ん
は
、
靴
下
や
ズ
ッ
ク

専
用
に
仕
上
が
り
ま
す
。
 

展
示

航
空

T
1
2
が

ピ
カ
ピ

力
 

▲力を込めて汚れを落として 

そ
し
て
自
衛
隊
協
力
会

（
会長
H
 

沢
田
茂
）
の
会
員
と
役
場
職
員
等

が
協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。
 

オ
イ
ル
汚
れ
を
落
と
す
薬
品
を

ポ
リ
タ
ン
ク
に
二
つ
と
専
用
ぺ
ー
 

パ
ー
タ
オ
ル
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
ご
と

す
べ
て

一
式
、
車
力
自
衛
隊
か
ら

譲
り
受
け
ま
し
た
。
 

こ
の
日
集
ま
っ
た
三
十
名
は
、
 

機
体
の
周
り
に
き
ゃ
た
つ
を
並
べ

手
作
業
で

一
年
間
の
汚
れ
を
落
と

し
て
い
ま
し
た
。
 

七
月
十
八
日
、
芦
野
公
園
内
の
 

B
&
G
プ
ー
ル
東
側
に
設
置
し
て

あ
る
展
示
航
空
T
1
2

（
超
音速

高
等
練
習
機
）
の
清
掃
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

金
木
町
が
展
示
航
空
機
の
無
償

貸
与
を
受
け
て
か
ら
丸

一
年
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
に
付

い
た
油
汚
れ
が
目
立
っ
て
き
た
た

め
に
町
民
や
観
光
客
に
ピ
カ
ピ
カ

の
展
示
航
空
機
を
見
て
も
ら
お
う

と
、
オ
ー
ル
ド
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
会
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、 香料やノ ハ 

生
活
の
な
か
に
、
香

り
を
上
手
に
取
り
入
れ

て
見
ま
せ
ん
か
。
に
お

い
の
気
に
な
る
と
こ
ろ

や
、
香
り
で
さ
わ
や
か

な
気
持
ち
に
な
る
よ
」
つ

な
場
所
に
使
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
 

に
お
い
が
気
に
な
る
場
所

は
ト
イ
レ
。
市
販
の
芳
香
剤

で
、
嫌
な
に
お
い
を
消
す
の

も

ー
つ
の
方
法
で
す
。
た
だ
、
 

便
器
そ
の
も
の
が
に
お
う
場

合
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
ふ
き

ま
し
ょ
う
。
汚
れ
が
目
立
つ

部
分
は
、
レ
モ
ン
の
皮
で
ふ

く
と
汚
れ
が
落
ち
ま
す
し
、
 

さ
わ
や
か
な
香
り
も
残
り
ま

す
。
ま
た
、
ミ
ン
ト
な
ど
の

ハ
ー
ブ
は
香
り
が
強
く
、
に

お
い
を
吸
収
す
る
力
が
あ
り

ま
す
。
ト
イ
レ
に
生
け
て
お

く
だ
け
で
、
嫌
な
に
お
い
を
と
っ
て

く
れ
ま
す
。
 

さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
る
、
香
り
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
ろ
う
そ
く
の
し
ん

を
取
り
除
き
、
鍋
で
ろ
う
を
溶
か
し

ま
す
。
好
み
の
香
料
を
入
れ
て
か
き

混
ぜ
、
手
こ
ろ
な
空
き
缶
に
熱
い
」
つ

ち
に
ろ
う
を
流
し
込
み
、
取
り
除
い

て
お
い
た
し
ん
を
中
心
に
差
し
込
み

ま
す
。
こ
れ
で
出
来
上
が
り
で
す
。
 
 お

客
様
を
迎
え
る
日
な
ど
、
玄
関
に

香
り
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
と
も
し
、
香

り
の
お
も
て
な
し
を
す
る
の
も
ー
つ

の
趣
向
で
す
。
 

台
所
の
グ
リ
ル
や
オ
ー
ブ
ン
の
に

お
い
は
、
ゴ
キ
ブ
リ
の
発
生
の
原
因

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ラ
ベ
ン
ダ

ー
 

や
ミ
ン
ト
な
ど
の
乾
燥
さ
せ
た
ハ
ー
 

ブ
を
、
流
し
台
の
下
な
ど
に

し
く
 
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
ー
つ
。ゴ
 

d
『
ー
 キ
ブ
リ
は
、
「七
つ
した
ハ

ー
 

】
 
ブ
の
に
お
い
を
嫌
い
ま
す
。
 

が
 

香
り
も
い
い
で
す
し
、
ゴ
キ
 

。フ
 ブ
リ
退
治
に
も
効
果
的
で
す
。
 

ラ
ベ
ン
ダ

ー
の
香
り
は
、
 

気
持
ち
を
鎮
静
さ
せ
る
効
果
 

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

や
 
市
販

さ
れ
て
い
る
ラ
ベ
ン
ダ

斗
 
ー
を

買
っ
て
き
て
、
い
く
つ

酬
M
 
か
の
小
袋
に
分
け
て
積
め
、
 

ま
く
ら
や
布
団
に
入
れ
て
お
 

く
と
香
り
が
移
り
ま
す
。
ま

た
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
精
油
を
ま
く
ら
力

バ
ー
や
シ
ー
ツ
に
ス
プ
レ
ー
し
て
お

く
の
も
、
安
眠
効
果
を
高
め
る
ー
つ

の
方
法
で
す
。
 

香りを暮らしのなかへ 



1995. 7.22 
新郎 秋 元 孝 昭さん（蒔 田） 

新婦 今 紀利子さん（喜良市） 

1995. 7. 9 
新郎 秋 元 秋 男さん（川 倉） 

新婦 三国谷 咲 子さん（中 里） 
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」
 

こ
の
度
め
で
た
く
「
か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
 
（企
画
・
進
行H
事
？
 

こ
の
度
め
で
た
く
「
か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
 
（企
画
・
進
行
H
事
 

）
 
務

局
「
金
木
町
中
央
公
民
館
一
）
に
よ
り
カ
ッ
プ
ル
と
な
ら
れた
若
い
お
一
一
 

〉
 

務
局
「
金
木
町
中
央
公
民
館
」
）
に
よ
り
カ
ッ
プ
ル
と
な
ら
れ
た
若
い
お
一
一
 

《
 

人
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

叫
 
．
I
 

《
【
 

i

郎
婦

一
，
 

9
9新

新
 

一
 

★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、お
気
軽
に
金木
町
中
央
公
民
館
に

一
 

ご
相
談
下
さ
い
o
す
べ
て
事
務
局
が
手
配
い
た
しま
す
o
 (
T
EL
5
3
ー
 

>
 
3
5
8

1
）
ま
た
、お
二
人
の
お
名
前
と
結
婚
記
念
日
を
刺
し
ゆ
う
し
た
豪
 

（
 

華
桐
箱
入
ア
ルバ
ム
の
記
念品
等
々
た
く
さ
ん
の
特
典
があ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は

六
十
五
歳
か
ら
の
支
給
が
原
則
で

す
が
、
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
の

人
で
も
、
希
望
す
れ
ば
受
け
は
じ

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

た
だ
し
、
繰
り
上
げ
受
給
に
は

次
の
よ
う
に
不
利
な
点
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
 

①
 
受
給
を
は
じ
め
た
年
齢
に
よ

っ
て
年
金
額
が
減
額
さ
れ
、
そ

の
額
は
六
十
五
歳
に
な
っ
て
も
 
 

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
 
者
に
な
っ

た
場
合
、
障
害
基
礎

生
涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
 

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

せ
ん
。
 

ま
た
、
繰
り
上
げ
受
給
の
請
 
⑤
 
受
給
し
た
後
、
夫
の
死
亡
な

求
書
が

】
旦
受
理
さ
れ
る
と
、
 

ど
に
よ
り
遺
族
厚
生
年
金
な
ど

あ
と
で
取
消
や
変
更
は
で
き
ま
 
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

せ
ん
。
 

も
、
併
給
は
さ
れ
ず
、
六
十
五
 

②
 
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
 

歳
に
な
る
ま
で
の
間
は
、
繰
り

や
退
職
共
済
年
金
は
六
十
五
歳
 

上
げ
受
給
の
老
年
基
礎
年
金
と

ま
で
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
 

ど
ち
ら
か

一
方
の
年
金
し
か
受
 

③
 
繰
り
上
げ
受
理
し
た
後
、
就
 
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
 

職
し
て
厚
生
年
金
保
険
な
ど
に
 

加
入
す
る
と
、
こ
の
間
は
支
給
 

受
給
し
た
後
に
な
っ
て
か
ら
悔

が
停
止
さ
れ
ま
す
。
 

や
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
繰
り

④
 
受
給
し
た
後
、
六
十
五
歳
に
 
上
げ
請
求
さ
れ
る
方
は
事
前
に
よ

な
る
ま
で
の
間
に
万

一
、
障
害
 
く
考
え
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。
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横手る。彪。巨玉c一 

 

今回は、「親と
子の料理教室』で
子供たちが作った
メニューです。 

簡単に出来、手
を少々加えること
で色々に楽しめま
す。皆さんもどう
ぞお試し下さい。 

●紅茶ゼリー 
材料（6~7人分） 

イナ・アガー L 	小サジ 6 
砂 糖 	 100cc 
お 湯 	 600cc 
レモン汁 	 少々 
紅 茶 	 大サジ 3 

作可f
ク 	 少々 

①乾いたボールに、アガーと砂糖を 
ておく。 

②熱湯に紅茶を入れて荒熱をとって 
こす。 

（歌I）に②とレモン汁を入れ、だまに 
く混ぜ型に流す。 

④よく冷えたところでミルクをかけ 
●ジュースゼリー 
材料（6'7人分） 

イナ・アガー L 	小サジ 6 
砂 糖 	 80cc 
お 湯 	 450cc 
ジュ・ース 	 250cc 

作ij房ラエッセンス 少々 

①乾いたボールに、アガーと砂糖を
ておく。 

②①にお湯を入れ、だまにならない 
Q短）に冷えたジュースとエッセンス 

入れてよく混ぜ

から、茶こしで

ならない様によ

ると良い。 

入れてよく混ぜ

様にかき混ぜる。 
を入れ型に流す。 

（
・
 

(
 



ズ イ ク 
、
 

つがる弁 

たくさんのご応募、貴重なご意見有難うございます。 

今回当選しなかった方もこれにめげずどしどしご応募
下さい。 

このクイズは若い人の知らない、聞いたことの無い

津軽弁を楽しく、再発見してもらおうと問題にしたも

のです。 
Q. 「あめあがってまった」 を標準語に直して下さい。 

正解者の中から抽選で 3名様に素敵な記念品を差し 
上げます。どんどん応募して下さい。 
応募方法 

ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入 

のうえ 
①クイズの答②今月号のよかった記事③つまらなかっ 
た記事④ご意見・ご感想を記入のうえ 

〒O37-O2 
金木町大字金木字朝日山323 
金木町役場企画室 

までご応募下さい。 
応募の締切は 9月 4日当日消印有効。当選者の発表 

は 9月号に掲載します。 
7月号の答「おやまあどうしてたんだい」 
当選者は次の1名です。 
野辺地町 星野 美子さん 

へ
 

(
 

循
環
器
疾
患
の
中
で
最
も
患
者

数
が
多
い
の
が
高
血
圧
症
で
す
。
 

圧
と
か
圧
力
と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
が
、
血
圧
と
は
、
体

の
血
管
壁
に
加
わ
る
圧
力
を
意
味

し
ま
す
。
心
臓
は
血
液
を
全
身
に

送
る
ポ
ン
プ
の
働
き
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
が
収
縮
し
て
血
を
全
身

に
送
る
た
め
に
生
ず
る
圧
力
が
収

縮
期
（
最
大
）
血
圧
で
、
血
管
自

体
の
緊
張
で
生
ず
る
の
が
拡
張
期
 

（最
小
）
血
圧
と
い
い
ま
す
。
 

よ
く
患
者
さ
ん
に
『
最
高
は
？

・

最
低
は
？
・』
と
聞
か
れ
ま
す
が
、
 

こ
の
よ
う
な
意
味
で
す
。
だ
か
ら
、
 

心
臓
の
具
合
や
血
管
の
緊
張
の
程

度
で
血
圧
が
一
定
し
な
い
で
常
に

変
わ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
 

高
血
圧
症
と
は
何
ら
か
の
源
因

で
、
血
管
の
緊
張
が
異
常
に
充
ま

る
病
気
で
す
。
神
経
、
ホ
ル
モ
ン

の
異
常
、
加
齢
、
遺
伝
な
ど
が
関
 
 わ

っ
て
起
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
多
く
の
患

者
さ
ん
は
原
因
が
不
明
で
す
。
外

来
で
こ
の
患
者
さ
ん
の
腎
臓
や
ホ

ル
モ
ン
の
検
査
を
し
て
も
、
異
常

が
な
い
場
合
が
非
常
に
多
い
。
こ

の
た
め
、
原
因
不
明
の
高
血
圧
症

の
診
断
に
は
何
回
か
血
圧
を
測
っ

て
、
 『や
は
り
血
圧
が
高
い
ー

・』
 

と
確
信
し
た
場
合
に
高
血
圧
症
と

診
断
し
ま
す
。
し
か
し
、
血
圧
が

大
き
く
動
揺
す
る
正
常
者
で
は
そ

の
判
断
に
こ
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
最
大
、
最
小
血
圧
が
ほ
ぼ

一
六
〇
、
九
五
以
上
を
高
血
圧
と

取
り
決
め
て
い
ま
す
。
 

こ
の
病
気
が
ど
の
よ
う
な
障
害

を
生
ず
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
、
大
小
様
々
な
血
管
の
動
脈
硬

化
を
速
め
て
内
臓
の
機
能
を
弱
め

た
り
、
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
な
ど

の
急
激
な
臓
器
障
害
を
引
き
起
こ
 
 す

こ
と
で
す
。
そ
の
結
果
、
生
命

を
脅
か
し
医
療
上
問
題
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
高
血
圧
を
上
手
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
心

血
管
合
併
症
で
悩
む
人
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
特
に
、
 

軽
症
の
高
血
圧
症
の
時
に
す
で
に

生
活
管
理
や
薬
物
治
療
で
適
切
な

降
圧
を
測
っ
た
場
合
に
は
長
生
き

が
で
き
る
よ
う
で
す
。
生
活
管
理

が
な
ぜ
大
事
か
と
い
う
と
、
多
く

の
患
者
さ
ん
の
生
活
調
査
か
ら
明
 

一
 

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
す
が
、
肥

満
、
食
塩
の
取
り
す
ぎ
、
過
度
の

飲
酒
、
重
喫
煙
、
過
剰
の
ス
ト
レ

ス
は
血
圧
を
上
げ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ら

に
注
意
す
る
こ
と
で
、
明
ら
か
に

血
圧
は
下
が
り
、
病
気
を
軽
く
で

き
る
理
由
か
ら
で
す
。
 

高
血
圧
症
で
は
特
徴
的
な
症
状

が
な
い
の
で
放
置
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
検
診
や
他
の
病
気
で
受
診

し
て
偶
然
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
 
 様

で
す
。
ま
た
、
脳
卒
中
で
運
ば

れ
て
き
て
、
高
血
圧
で
あ
る
と
初

め
て
言
わ
れ
る
方
も
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
事
態
に
陥
ら
な
い

た
め
に
は
、
高
血
圧
の
素
因
を
も

つ
方
、
き
つ
い
労
働
環
境
で
仕
事

を
し
て
い
る
方
は
、
血
圧
に
関
心

を
持
ち
、
時
々
測
定
し
て
血
圧
を

下
げ
る
工
夫
を
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
た
だ
し
、
過
度
に
神

経
質
に
な
り
過
ぎ
る
の
も
こ
ま
り

ま
す
が
。
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金
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病
院
力
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高
血
圧
に

つ
い

て
 

内
 
科
 
櫛
 
引
 
英
 

嗣
 



お
め
で
と
う
 

田太中田成古成工

中 田谷中田川田藤 

和亨恭1象裕g楓詳赫有ゆ寿L 

秘央王菜女真繊ひ稀き希き真言 

悦雅寛光勝幸年光
雄文臣春幸人正明 

金金金金金嘉金喜 
良 

木木木木木瀬木市 

（
轟
確鍵
隷
籍
 

（
騒
誘
蝶
鱈
薪
誘
 

長
内
 
信
幸
（
幸
久
）
藤
崎
町

浮
田
 
涼
子
（
義
市
）
嘉
 
瀬

桑
田
 
克
己

（
清則
）
喜
良
市

清
水
 
啓
未
（
一
成
）
青
森
市

白
川
 
秀
敏
（
源左
衛
門
）
蒔田

山
本
 
陽
子
（
誠
一
）
藤
崎
町
 

~ー～、 ノーー’、 ／一ー・、 

	 Im11111川川~広報かなぎ ② 

籍 
の 

窓 

嘉金喜嘉嘉金金金 
良 

瀬木市瀬瀬木木木 

、 

7 月末現在 前年同月比 

男 6,003人 A23 人 

女 6, 616人 △ 51人 

計 12,619人 △ 74人 

世帯数 3,900 	26 

	ノ 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

山
中
 

イ
子
（

8
4才
）
 

西
村
 

信
雄
（

8
4才
）
 

舘

山
 
ト
 
コ
（
7
4才
）
 

松

川
 
ヒ
 サ

（8
6才
）
 

木

村

ス
ミ
子
（
5
0才
）
 

米
谷
 
ッ

セ
（
8
2才
）
 

中

谷
兵

次
郎
（
8
3才
）
 

木
村
 
ソ

ネ
（
8
3才
）
 

約iT 
) 一く伝言板  

健康で元気のイイ子に育って

欲しい （母 工藤順子より） 

兄弟仲良く明るく元気に育っ

て欲しい（母 成田ユミより） 

有ゆ 

希き 

菜な 

思いやりのある子に育っ

しい （母 中谷優美子‘ 活彩あおもり 
）て欲

より） 

はじめま して 

届けました 

7 月12日、金木町嘉瀬字雲雀 

142の5付近路上 

婦人用腕時計 丸型 金色 

、 	7 月17日、金木町朝日町188の1 

「一轟みちのく銀行駐車場付近 

金ぶちメガネ（レンズの片方がと 

れている）。 

心当たりの方は、金木警察署落と 

しもの係りまで。 

》ー竺〇係から 

／ このコーナーを利用したい方は 

ピ×、！受場企画室まで。 

七
月
届
出
分
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

お
く
や
み
 

、
中
谷
 
英
雄
（
照
蔵
）
川
 
倉
 
奈
良
 

金

子
（
7
9才
）
金
 
木
 

「
奥
山
 
香
織
（

茂
）

青
森
市
 
今
 

定
之
助
（
7
5才
）
喜
良
市
 

r
 

、
 

人
口
と
世

帯
 

、
 
ノ

・一
 

P 


